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　平成23年７月から、広島県では各市町と共同で、県内の公共施設や商業施設などに設置された身体障
害者用駐車場（車いすマークがある駐車場）の適正利用を促進するため、障がいのある人など歩行困難
な人に利用証を交付する「広島県思いやり駐車場」を導入しています。
　なお、４月１日から26府県の利用証が共通して利用可能となっています。

　●対象者 ……………………………表①
　　共通して利用可能な26府県……表②

　●利用証の申し込み・交付窓口：県地域福祉課及び各市町窓口・県厚生環境事務所

　●問い合わせ　県地域福祉課　　　ＴＥＬ513－3142　ＦＡＸ223－3572
　　　　　　　　海田町社会福祉課　ＴＥＬ823－9207　ＦＡＸ823－9627

①身体障害者

視覚障害 4級以上
平衡機能障害 5級以上

肢体不自由
上肢 2級以上
下肢 6級以上
体幹 5級以上

乳幼児以前の非進行の脳病変による運動機能障害 上肢機能 2級以上
移動機能 6級以上

心臓機能障害 4級以上
じん臓機能障害 4級以上
呼吸器機能障害 4級以上
ぼうこう又は直腸の機能障害 4級以上
小腸機能障害 4級以上
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害 4級以上
肝臓機能障害 4級以上

②知的障害者 狢またはA
③精神障害者 精神障害者保健福祉手帳　1級

④難病患者
特定疾患医療受給者
小児慢性特定疾患医療受給者

⑤高齢者 介護保険　要介護1以上
⑥妊産婦 妊娠7カ月から出産後1年6カ月まで
⑦けが人等 補そう具の使用を必要とする人　※医師の診断書などが必要です。

北海道・東北エリア 岩手県、山形県、福島県
関東エリア 茨城県、栃木県、群馬県
甲信越・北陸エリア 新潟県、福井県
近畿エリア 京都府、兵庫県
中国・四国エリア 島根県、鳥取県、岡山県、広島県、山口県、香川県、愛媛県、徳島県、高知県
九州・沖縄エリア 福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県

表①  思いやり駐車場制度対象者一覧

表②  共通して利用可能な26府県

広島県思いやり駐車場利用証
交付制度について

・手数料は無料です。
・申請の際は、障害者手帳などの証明書類が必要です。
・利用証の様式は、県内共通です。
・制度の対象となっている駐車場に駐車する際は、利用証をルームミラーなどに掲示してください。
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２
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。

▶日浦山登山のようす

【前列左から】
山田阿津沙（保健センター）
山下　沙織（住民課）
高木　千草（幸保育所）
横地　理佐（社会福祉課）

【後列左から】
都筑　良平（企画課）
臼本　達哉（水道課）
北来　浩樹（都市整備課）
古谷　　旭（税務課）
大西　　諒（学校教育課）

平 成 24 年 度   新 規 採 用 職 員
明るいまちづくりに全力で取り組みます！
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